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Moodle導入 の際,丁 寧 な指導 があ った
ので,ア ナ ログ人 間で も基本 的な活用 はで
きる。む しろ私 のよ うな レベル の教員 の興
味 を喚起 し引き上 げるこ とも,情 報教 育を
底上 げ してい くこ とにつ ながるのではない
か,そ の意味 で,は るか先 を行 く人 とは真
逆 で は あるが貢 献 してい る存 在 か な と,
時 々はポジテ ィブに?考 え 自らを励 ます。
さて,『 日本語 学』の授 業の最初 で は,
まず 「Moodle宣言 」を し手順 をプ リン ト
した ものを渡す。今年 は,困 った顔 をす る
上級生 が少 なかった。 オ リエ ンテーシ ョン
やMoodle利用教科 の拡 が りで,活 用 の手
ほ どきが浸透 してきているのであろ う。使
う側の私 もいつ の間にか慣れ てきて,基 本
的 な部分 ではマ ニュアル な しで も操作 でき
るよ うになった。
「日本語学」 は講義科 目で,今 年 は220
名余 。Moodle導入 に よって,資 料 印刷 の
手 間が省 ける。運ぶ必要 もない し,配 る必
要 もない。学生 に渡 る前 に,内 容 の変更 も
で きる。最 良の点 は,学 生 が数 日前 に授業
内容 を知 るこ とができる ことだ。 これ は教
育効果 につ ながる。研究 に よれ ば,教 わる
内容の一定 の 「予測」 は,学 習 の動機付 け
のみ な らず,理 解力 にかな りのプ ラスの影
響が ある とい う。 また,資 料 をな くして も,
あるい は,欠 席 して も,バ ックナ ンバ ーが
容易に手 に入 る。
こ うい った利便性 は,教 員 の雑務 が煩雑
な状況で,大 講義室 の授業準備 の効率化 に
役 立つ し,学 生一人ひ とりを把握す る こと
に限界が ある点 で も有効 である。 その うち,
自宅に居 なが らに してPCで 双方 向性 の授
業 を展開す る 日も近い か もしれ ない……。
ここまで想 像す る と,朝 日の 「天声人
語 」(2010.7.31)での仏 の経済哲学者セル
ジュ ・ラ トゥー シュの 「い くら経済 が成長
して も人 々を幸せ に しない … 成長 のた
めの成長が 目的化 され,無 駄 な消費 が強 い
られてい る」(2010.7.31)とい う言 に立ち
止 まって しまった。 「経済 の成長」 を 「デ
ジタル化の進化」 に置 き換 えた らど うなる
か。 さ らに,「天声人語」 の終 わ り部分 に
は,自 然体験 をア レンジす るプロか らの
「今の子 どもた ちは情報 の感 じ方 が 目と耳
だ けに なってい る。手 で さわる,に おいを
か ぐ,味 わ う。五感 を全部 よみ がえ らせ る
と生 き生 き した子 どもが戻 って くる」 とい
う引用 を載せてい る。確 かに,利 便性 を追
求す るあま り,教 育的原点 を見失 ってはな
るまい。例 えば,資 料 をな くした学 生が叱
られ るこ とを覚悟 で教員 にも らいに くる場
面 を想 定 してみ よ う。そ の時の教員 の 目の
表 情,眉 の動 き,息 遣い,学 生 との間(距
離)の 取 り方,そ して,資 料 を渡す 際の一
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言,起 こ りうる学生 か らの反応等 々,こ う
い った アナ ログ的な交流 こそが基本 である
とい うこ とである。 このバ ランスを常に意
識 していれ ば,今 年140歳を超 える安政 時
代生 まれ の最長老 が町内に存在す る とい う
`不可思議'は 起 こ り うるはず がない と思
われ るのだが。。。。
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